
　

〽
夏
が
く
～
れ
ば
思
い
出
す
・
・
・

　

尾
瀬
の
あ
た
り
の
地
図
を
探
し
て
み
ま
し
た
。
あ

り
ま
し
た
「
藤
原
」
と
「
燧
岳
」
で
す
。「
藤
原
」

の
方
は
至
仏
山
と
尾
瀬
ヶ
原
の
半
分
ぐ
ら
い
が
範
囲

で
す
が
、
新
し
い
も
の
で
書
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
燧
岳
」
を
出
し
て
見
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
勢

図
「
日
光
」
の
十
一
番
で
、
表
に
「
尾
瀬
」
と
書
き

込
ま
れ
て
い
て
嵩
高
い
も
の
で
す
。
十
五
番
の
「
藤

原
」
の
右
（
東
）
半

分
が
貼
り
合
わ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
尾
瀬
全
図
」

に
は
と
て
も
多
く
の

書
込
み
が
あ
り
ま
す
。

至
仏
と
燧
に
は
二
千

米
以
上
が
薄
赤
く
着

　

資
料
文
献
室
の
書
棚
の
増
設
が
完
了
し
ま
し

た
。
収
蔵
図
書
の
配
置
換
え
を
手
始
め
に
、
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
資
料
文
献
室
に
収
納
出

来
て
い
な
か
っ
た
写
真
集
や
、
多
く
の
大
学
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
報
な
ど
を
収
納
展

示
す
る
作
業
も
あ
り
ま
す
。
収
蔵
能
力
が
大
幅

に
増
え
ま
し
た
の
で
、
更
な
る
内
容
の
充
実
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
蔵
し
た
い
書

籍
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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夏号

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
14
　

深
田
久
弥

資料文献室内部

資料文献室書棚増設なる

色
さ
れ
て
お
り
、
戸
倉
か
ら
富
士
見
峠
を
越
え
尾
瀬

桧
枝
岐
小
屋
に
至
る
ル
ー
ト
と
、
三
平
峠
を
越
え
て

桧
枝
岐
に
至
る
沼
田
街
道
に
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
引

か
れ
て
い
ま
す
。
富
士
見
峠
か
ら
ア
ヤ
メ
平
（
地
図

に
は
菖
蒲
平
と
な
っ
て
い
ま
す
が
）
へ
の
ル
ー
ト
に

も
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
地
名
や
沢
の
名

前
が
ペ
ン
で
書
か
れ
て
お
り
、
沢
筋
を
ペ
ン
で
な

ぞ
っ
て
も
あ
り
ま
す
。
沢
の
名
前
は
、
久
弥
た
ち
が

至
仏
山
を
登
り
尾
瀬
を
訪
れ
た
時
の
ル
ー
ト
で
あ
る

「
カ
リ
ゴ
ヤ
沢
」
に
始
ま
り
、
八
十
ほ
ど
の
名
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
沢
の
名
は
、
現
在
の

二
万
五
千
に
は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、当
時
の
地
形
図
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
形
図
の
書
込
み
に
関
す
る
山
行
の
一
つ
は
、
大
学

時
代
の
大
正
十
五
年
十
月
七
日
か
ら
十
四
日
に
か
け

て
、友
人
浜
田
（
田
辺
）
和
雄
や
熊
谷
太
三
郎
ら
と
、

利
根
川
水
系
楢
俣
川
の
狩
小
屋
沢
を
つ
め
て

至
仏
山
に
登
り
、
尾
瀬
ヶ
原
か
ら
尾
瀬
沼
に

行
き
三
平
峠
を
越
え
て
帰
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
十
一
年
六
月
九
日
に
は
、
田
辺
和

雄
と
戸
倉
か
ら
富
士
見
峠
を
越
え
て
尾
瀬
に

入
り
、
翌
日
長
蔵
小
屋
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ナ
デ
ッ
ク
ボ
か
ら
燧
岳
に
登
っ
て

い
ま
す
。
十
四
日
に
は
田
辺
と
別
れ
一
人
で

焼
山
峠
を
越
え
会
津
駒
ヶ
岳
に
向
か
っ
た
の

で
す
。

作
品
と
し
て
は
左
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
至
仏
山
を
越
え
て
尾
瀬
へ
」＝『
わ
が
山
山
』

「
尾
瀬
の
印
象
」
＝
『
山
岳
展
望
』

「
六
月
の
尾
瀬
」
＝
『
山
の
幸
』

「
会
津
駒
ヶ
岳
」
＝
『
山
岳
展
望
』



『
深
田
久
弥
山
の
文
学
全
集
』
全
十
二
巻
に
、
そ
れ

ぞ
れ
付
録
月
報
と
題
す
る
Ｂ
６
判
八
頁
ほ
ど
の
小
冊

子
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
深
田
久
弥
氏
と
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た

著
名
な
文
学
関
係
の
方
々
、
例
え
ば
今　

日
出
海
、

井
上　

靖
、森
山　

啓
な
ど
、ま
た
山
岳
関
係
の
方
々

で
あ
れ
ば
藤
島
敏
雄
、
望
月
達
夫
、
今
西
錦
司
等
々
、

そ
し
て
郷
土
の
方
々
達
と
、
四
十
名
近
く
の
方
が
い

ず
れ
も
突
然
の
死
を
悼
ん
で
の
思
い
出
の
記
事
を
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
十
二
集
の
冊
子
は
、
志
げ
子
夫
人
の
「
夫

は
ま
こ
と
に
倖
せ
な
星
の
人
だ
と
言
う
他
は
な
い
。

き
っ
と
あ
の
世
で
「
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
」
と
て

れ
な
が
ら
満
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
い

う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
冊
子
で
あ
る
が
故
に
、
ど
の
冊
子
の
頁
を
読
ん

で
み
て
も
読
み
や
す
く
、
久
弥
氏
の
飾
ら
な
い
普
段

の
姿
が
浮
か
ん
で
き
て
と
て
も
親
し
み
を
お
ぼ
え
ま

し
た
。

　

没
後
五
十
年
を
記
念
し
た
行
事
、
企
画
が
い
く
つ

も
実
施
さ
れ
た
。
三
月
二
十
一
日
に
は
大
聖
寺
で
九

山
忌
が
、
四
月
十
七
～
一
八
日
に
は
韮
崎
で
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
深
田
祭
が
行
わ
れ
た
。
山
の
文
化
館

で
は
「
追
憶
」
と
題
し
て
没
後
五
十
年
展
を
行
っ
た
。

現
在
は
、
五
十
年
前
に
日
本
山
岳
会
年
次
晩
餐
会
で

行
わ
れ
た
「
こ
の
一
本
展
」
の
再
現
を
し
い
る
。
四

月
二
十
五
日
に
予
定
し
て
い
た
久
弥
祭
は
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
蔓
延
で
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
十
月

末
に
は
実
施
し
た
い
と
準
備
し
て
い
る
。

　

没
後
五
十
年
に
関
し
て
、
新
聞
や
雑
誌
で
も
注
目

さ
れ
た
。
知
る
限
り
で
は
あ
る
が
、山
梨
日
日
新
聞
、

日
刊
工
業
新
聞
、
朝
日
新
聞
な
ど
で
関
連
の
記
事
や

コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、『
山
と
溪
谷
』
は

新
年
号
で
深
田
久
弥
を
取
り
上
げ
、「
日
本
百
名
山
」

特
集
を
組
ん
だ
。
通
常
よ
り
発
行
部
数
は
多
か
っ
た

の
に
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
、
四
月
に
は
「
日
本
百
名

山
」
特
集
だ
け
の
臨
時
増
刊
号
が
出
た
。

　

米
原
市
伊
吹
山
文
化
資
料
館
で
は
、
深
田
久
弥
没

後
五
〇
年
記
念
と
し
て
「
近
代
登
山
と
伊
吹
山
」
と

題
し
て
企
画
展
を
開
催
中
で
あ
る
。
ま
た
軽
井
沢
の

堀
辰
雄
文
学
記
念
館
で
は
、企
画
展「
堀
辰
雄
の
品
々

　

―
新
収
蔵
品
を
中
心
に
―
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
没
後
五
十
年
に
あ
た
る
深
田
久
弥
と

の
長
年
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
で
は
、
十
月
三
十
日
か
ら

「
深
田
久
弥
没
後
五
十
年
記
念
展
」
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

編
集
後
記
〜

　

梅
雨
空
に
ア
ジ
サ
イ
が
喜
び
、
畑
の
キ
ュ
ウ
リ
を
ボ
リ

ボ
リ
食
べ
な
が
ら
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
痛
か
っ
た
筋
肉
注
射
に
コ
ロ
ナ
禍
の

鎮
ま
り
を
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｙ
）

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

再現　この一本展

 
深
田
久
弥
没
後
五
十
年
あ
れ
こ
れ

こ
の
一
冊

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

九  

月  

十
七
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
早
池
峰
山
」

　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
八
月
二
十
二
日
（
日
）

演
題
：
白
山
開
山
の
歴
史

講
師
：
白
峰
林
西
寺
住
職　

加
藤　

彰
教 

氏

　
■
九
月
十
二
日
（
日
）

演
題
：
私
の
ふ
る
さ
と

講
師
：　
二
枚
田　

昇 

氏


